
３月24日に挾間キャンパスで病院長交渉を行いま

した。組合から委員長、書記長はじめ６名、病院側

から病院長、看護部長、事務部長など８名が出席し

ました。

2015年10月に全大教の「看護職員の労働環境改善

に向けたアンケート」を実施し、看護部のご協力の

おかげで232通という多数の回答をいただきました。

今回は、このアンケートの回答結果も踏まえて交渉

を行いました。交渉内容は以下の通りです。

■ 各種手当ての改善について

組合は、夜間看護手当の増額、放射線部の危険手

当（特殊勤務手当）の支給、手術部勤務の看護師に

対する手当の支給、新人の教育担当者に対する指導

手当（仮称）の新設、助産師への分娩手当の支給を

求めました。

病院側はこれらの手当の重要性を一定認識しつつ

も、これらの要求を認めるには至りませんでした。

たとえば、夜間看護手当については、すでに九州の

国立大学附属病院においては高い水準であること、

短時間の夜勤の場合は京都大学よりも大分大学の方

が高いこと、新人の教育についてはペアで指導に当

たっており、特別

に指導者がいるわ

けではないこと、

分娩手当について

は、全国的にみて

も分娩件数が下か

ら２番目ととても

少ないことがその

理由として挙げられました。

組合からは、職員のモチベーションをあげる意味

でも、順次できるところから、評価を手当等の形で

表すことを検討して欲しいと伝えました。

■ 勤務時間の適正な管理について

組合は、不払い残業が生

じないように適切な管理を

行うこと、ワークライフバ

ランスに配慮した勤務時間

の管理方法の具体的な検討

を行うことを要求しました。

特に私たちが求めたのは、

始業前の超過勤務が申告さ

れていないようなケースがあれば改善して欲しいと

いう点、日勤ロング（8:00-20:00）の勤務形態が子

育て世代の看護師の負担とならないようにするとい

う点、仮眠時間を現行の90分から120分に延長すべき

ではないかという点です。

病院側からは、始業前に勤務が必要な場合は申告

するように看護師に伝えている、子育て世代につい

てはシフト上で配慮している、また、仮眠について

は勤務の都合上、延長することが難しいとの回答が

ありました。

組合からは、特に仮眠時間については120分を追求

して欲しいこと、また子育て世代のワークライフバ

ランスへの配慮として、他大学で工夫して実施して

いる休暇の導入や、産前休暇を６週から８週にする

などの検討をお願いしました。
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さらに、医療技術部等の看護師以外の職場におい

て、上司が帰らないと帰りづらい環境等がある場合

は是正するよう求めたところ、事務部長より、無言

の圧力にならないよう指導するという回答がありま

した。年休取得状況についても調査を依頼しました。

■ オリエンテーションについて

組合は、新職員のオリエンテーションの昼休みの

時間帯に組合紹介の時間を確保することを求めてい

ます。病院側は、緊張している新職員の休みの時間

であること、大学の正式業務と組合説明の区別がつ

かないことを理由に難しいと回答しました。

今年度も例年通り、４月１日に行われたコメディ

カル職員のオリエンテーションの夕方に組合紹介時

間を15分間確保してもらい、組合オリエンテーショ

ンを実施しました。

■ 組合事務室の設置について

組合員との連絡事務を行うための組合事務室の設

置をすることを求めていますが、建物の都合等の理

由で難しいという回答でした。

■ 任期付き職員の無期雇用について

交渉の席上で病院長が、昨

年度から任期付きの医療技術

職員のうち、有資格でかつ試

験に合格した者を無期雇用に

転換していることを明らかに

しました。2015年度は30名を無期に転換しており、

今後も継続していく方針とのことです。こうした取

り組みは任期付き雇用職員の労働条件の向上を求め

ている私たちの要望に沿ったものであり、評価する

とともに、今後はその運用についても注視していき

たいと思っています。組合は、今後とも病院職員の

労働環境の改善のために努力していきます。

４月１日、挾間地区において教職員組合オリエン

テーションが行われました。組合から委員長、書記

長をはじめ６名が参加しました。

本年度のオリエンテーションは、例年よりも新人

の数が少ないため小さな教室で行われました。その

せいもあってか参加者との距離も近く終始なごやか

な雰囲気で行われました。

まず廣野書記長から開会の辞が述べられ、続いて

佐藤委員長から15分程度にわたって、組合の役割や

取り組み、組合のメリットなどが説明されました。

最後の加入申込みの説明では、佐藤委員長から「組

合の加入は義務ではありません、皆さんの権利です。

自分と職場のために是非組合への加入を検討して下

さい」と呼びかけられ、参加者が熱心に申込書に記

入している様子が見受けられました。嬉しいことに、

今年度は例年よりも多くの新人組合員を迎え入れる

ことができました。

現在、旦野原地区での新人歓迎会に続き、挾間地

区でも新人歓迎会を企画・立案中です。職種を超え

て同じ大分大学の教職員として、楽しく働きやすい

雰囲気の職場になるよう努めていきたいと思います。
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